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■
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

　

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
が
、二
五
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、多
く
の
市
民
・

県
民
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
知
市
は
戦
災
や
昭
和
南
海
地
震
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、戦
後
復
興
の
中
で
、

文
化
面
で
は
図
書
館
と
公
民
館
で
再
出
発
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、高
度
経
済
成
長
を
経
て
豊
か
に
な
る

と
、全
国
各
地
に
文
化
施
設
が
設
置
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、高
知
市
は
昭
和
四
五

年
、五
〇
年
、五
一
年
の
大
水
害
な
ど
で
、都
市
防

災
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重
点
を
置
か
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
続
き
、文
化
施
設
の
設
置
は
遅

れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
の
高
知
市
制
一
〇
〇
周
年
を
契
機
に

高
知
市
に
も
新
し
い
文
化
施
設
の
建
設
を
、と
い

う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
、当
時
仮

に
市
民
投
票
を
す
れ
ば
、「
自
由
民
権
記
念
館
」は

ト
ッ
プ
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
様

な
要
望
の
中
で
、高
知
市
と
し
て
、「
自
由
民
権
記

念
館
」を
選
択
し
た
当
時
の
横
山
市
長
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
「
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
」と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、土
佐
の
自
由
民
権
運
動
は
日
本
の
民
主
主
義

を
推
進
す
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
先

人
の
こ
の
貴
重
な
足
跡
を
明
ら
か
に
し
、次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、私
た
ち
の
大
切
な

責
務
で
す
。

　

こ
の
二
五
年
間
、自
由
民
権
記
念
館
は
資
料
の

収
集
、保
存
、展
示
を
は
じ
め
様
々
な
事
業
を
推
進

し
、多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
力
不
足
の
と
こ
ろ
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
由
民
権
記

念
館
は
全
国
に
発
信
す
る
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
か
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
知
市
長　

岡
㟢  

誠
也

□ 自由民権記念館25周年イベント
□ 「ハワイに高知城をたてた男 奥村多喜衛展」
□ 「終戦70年の日を迎えて」
□ 平成27年度 夏休み子ども歴史教室の報告



 JIYU NO TOMOSHIBI  vol.79 2

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館 

25
周
年
イ
ベ
ン
ト

◆ 

日
時　

４
月
４
日（
土
）午
前
10
時
～

◆ 

会
場　

１
階
民
権
ホ
ー
ル

　

当
館
は
１
９
９
０（
平
成
２
）年
４
月
１
日

に
、高
知
市
制
１
０
０
周
年
の
記
念
施
設
と
し
て
開

館
し
ま
し
た
。
以
来
、多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、お
か
げ
様

で
２
０
１
５（
平
成
27
）年
４
月
１
日
に
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

25
周
年
記
念
式
典
で
は
、自
由
民
権
記
念
館
友
の
会
岡
林
登
志
郎

会
長
と
高
知
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
渡
部
淳
土
佐
山
内

家
宝
物
資
料
館
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
由
民
権
ゆ
か
り
の
芸
能
と
し
て
、林
霊
山
氏
に
よ
る「
川
上

音
二
郎
の
オ
ッ
ペ
ケ
ぺ
ー
」

や
、高
知
県
民
謡
お
し
ど
り

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る「
世
し

や
武
士
」「
民
権
か
ぞ
へ
歌
」、

そ
し
て
、当
館
館
長
に
よ
る

記
念
講
演「
憲
政
之
祖
国
・

土
佐 

―
自
由
民
権
運
動
か

ら
学
ぶ
―
」な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

25
周
年 
記
念
式
典

館長記念講演

高知県民謡おしどり会の皆さん

奥
村
多
喜
衛
生
誕
１
５
０
周
年
記
念
事
業

「
ハ
ワ
イ
に
高
知
城
を
た
て
た
男

—

奥
村
多
喜
衛
展
」

林霊山氏
「川上音二郎の
　　オッペケペー」

◆ 

会
期　

５
月
９
日（
土
）～
６
月
28
日（
日
）

◆ 

会
場　

１
階
自
由
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
主
催　
「
ハ
ワ
イ
に
高
知
城
を
た
て
た
男—

奥
村
多
喜
衛
展
」実
行
委
員
会

　
　
　
　

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館

　

今
年
は
、奥
村
多
喜
衛
の
生
誕
１
５
０
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

奥
村
は
、土
佐
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、自
由
民
権
運
動
に
関
わ
っ
た

後
、片
岡
健
吉
の
感
化
を
受
け
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
道
者
と
し
て
、19
世
紀
末
に
ハ
ワ
イ
へ
渡
っ
た
後
は
、日

本
人
幼
稚
園
や
小
学
校
、日
本
人
慈
善
病
院
の
設
立
等
に
よ
っ
て
ハ

ワ
イ
日
系
人
社
会
の
基
盤
作
り
を
行
う
一
方
、排
日
予
防
啓
発
運
動

や
日
系
二
世
の
二
重
国
籍
離
脱
運
動
を
展
開
す
る
な
ど
、ハ
ワ
イ
日

系
人
社
会
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
、「
サ
ム
ラ
イ
牧
師
」と
呼
ば
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、奥
村
は
日
米
関
係
が
次
第
に
緊
迫
化
す
る
１
９
３
２（
昭
和

７
）年
に
、日
本
人
を
励
ま
し
、ホ
ノ
ル
ル
に
美
観
を
添
え
る
た
め
、高

知
城
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
マ
キ
キ
聖
城
基
督
教
会
を
建
設
し
ま
し

た
。
こ
の
教
会
は
、全
米
最
大
の
日

系
教
会
と
し
て
、今
日
も
大
勢
の
ハ

ワ
イ
日
系
人
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ

で
あ
る
と
同
時
に
、ハ
ワ
イ
を
訪
れ

る
高
知
の
老
若
男
女
を
温
か
く
迎

え
入
れ
る
第
二
の
高
知
城
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

展
示
会
で
は
、こ
う
し
た
奥
村
の

生
涯
と
業
績
を
、多
く
の
資
料
・
写

真
で
紹
介
し
ま
し
た
。

マキキ聖城基督教会1/33模型

　

年
間
を
通
じ
て
開
催
す
る
行
事
の
中
か
ら
、上
半
期
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
を
報
告
し
ま
す
。

　

８
月
22
日
か
ら
は
25
周
年
記
念
展
示「
路
面
電
車
が
走
る
街
・
高
知 

写
真
パ
ネ
ル
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、最
終
面
に
は
こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

是
非
、ご
来
館
く
だ
さ
い
。
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５
月
９
日（
土
）の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、黒
田

朔
実
行
委
員
会
会
長
、関
係
者
・

ゲ
ス
ト
か
ら
の
挨
拶
・
祝
辞
の

後
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、同
志
社
大
学
・
同

志
社
女
子
大
学
卒
業
生
グ
ル
ー

プ「
よ
さ
朗
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
」の
皆

さ
ん
に
よ
る
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊

り
、「
ル
ア
ナ
と
楽
し
い
仲
間
た

ち
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、関
連
事
業
と
し
て
、５

月
16
日（
土
）に
紙
芝
居
と
歌
の

イ
ベ
ン
ト「
き
て
き
て
！
聞
い

て
! ! 

人
形
大
使〝
青
い
目
の
人
形
〟の
歌
と
お
話
」、５
月
23
日（
土
）

は
記
念
講
演
会
、６
月
21
日（
日
）に
は
ハ
ワ
イ
移
民
の
苦
闘
を
描
い

た
映
画「
山
河
あ
り
」の
上
映
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 
会
期　

４
月
４
日（
土
）～
５
月
６
日（
水
）

◆ 

会
場　

１
階
自
由
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

過
去
の
展
示
会
ポ
ス
タ
ー
や
刊
行
物
、制
作
映
像
な
ど
で
25
年

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
に
、収
集
し
て
き
た
も
の
の
中

か
ら
、日
頃
は
公
開
し
て
い
な
い
資
料
を
展
示
し
、１
３
２
０
名
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、来
場
者
の
方
々
に
展
示
資
料
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ

を
出
題
し
、全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
80
名
様
に
25
周
年
記

念
グ
ッ
ズ
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、展
示
会
ポ
ス
タ
ー
の

人
気
投
票
を
実
施
し
、４
６
７
名
の
方
に
投
票
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、第
一
位
は「
手
塚
治
虫
展
」１
９
９
１（
平
成
３
）年
度

企
画
展
、第
二
位
は「
日
本
の
名
城
展
」１
９
９
４（
平
成
６
）年
度

企
画
展
、第
三
位
は「
明
治
の
女
性
展
」１
９
９
６（
平
成
８
）年
度

特
別
展
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「手塚治虫展」ポスター

昭和5年、総理大臣浜口雄
幸が東京駅で狙撃された
際に着用していた背広

25周年記念グッズ

　

出
さ
れ
た
ク
イ
ズ
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
答

え
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
ま
す
。

１
．	坂
本
龍
馬
が「
船
中
八
策
」を
考
え
た
と
さ

れ
る
土
佐
藩
船
の
名
前
は
？

	

①
朝
顔
丸　

②
昼
顔
丸　

③
夕
顔
丸

２
．「
自
由
」の
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ

た「
自
由
な
私
」を
描
い
た
芸
術
家
は
？

	

①	

岡
本
太
郎		

②	

浦
島
太
郎		

③	

山
田
太
郎

３
．板
垣
退
助
晩
年
の
肖
像
写
真
が
使
わ
れ
た

紙
幣
は
何
円
札
で
し
ょ
う
？

	

①	

百
円
札　

②	

五
百
円
札　

③	

千
円
札

紙芝居
「青い目の人形

エミリー」

「よさ朗OB・OG」
のよさこい踊り

「ルアナと楽しい
仲間たち」による
フラダンス

25
周
年 

記
念
展
示

「
自
由
民
権
記
念
館
25
年
の
歩
み
と
蔵
出
し
資
料
展
」



25周年イベント（秋・冬）
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●
日
時　

５
月
23
日
㈯  

午
後
２
時
～
５
時

●
会
場　

１
階
民
権
ホ
ー
ル

「
ハ
ワ
イ
に
高
知
城
を
た
て
た
男

  
奥
村
多
喜
衛
展
」記
念
行
事

◆
第
１
部 

（
講
演
要
旨
）

　

明
治
初
期
の
１
８
７
０
年
代
に
お
城

の
天
守
閣
に
あ
や
か
っ
た
和
洋
折
衷
デ

ザ
イ
ン
の
建
築
物
が
た
く
さ
ん
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
が
、な
ぜ
、こ
ん
な
も
の
が

出
来
た
の
か
は
、実
は
諸
説
あ
る
け
れ

ど
も
確
た
る
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

天
守
閣
の
歴
史
か
ら
す
る
と
、最
初
に
天
守
閣
を
整
え
た
の
は
織

田
信
長
で
、彼
が
建
て
た
安
土
城
に
は
７
階
建
て
の
天
守
閣
が
あ

り
、そ
の
頃
は
天
守
閣
を「
天
主
」と
書
い
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
が
来
て
お
り
、キ
リ
ス
ト
教
を
天
主

教
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、信
長
は
宣
教
師
か
ら
教
会
の
成
り
立
ち

を
聞
い
て
天
を
守
る
閣
を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
念

が
出
て
き
ま
す
。

　

明
治
の
始
め
ご
ろ
ま
で
は
、こ
の
よ
う
な
天
守
閣
の
根
っ
こ
に
は

キ
リ
ス
ト
教
が
あ
っ
て
、一
種
の
西
洋
建
築
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

は
国
民
的
規
模
で
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
明
治
初
期
に

洋
風
建
築
を
注
文
さ
れ
た
当
時
の
大
工
棟
梁
た
ち
は
、西
洋
建
築
と

い
え
ば
天
守
閣
だ
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、と
い
う
説
が

唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
学
会
で
は
、キ
リ
ス
ト
教
の
天
主
と
お
城
の
天
守
閣
の
間

に
は
つ
な
が
り
は
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、こ
の
説
は
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、奥
村
牧
師
が
ハ
ワ
イ
に
建
て
た
マ
キ
キ
聖
城
基
督

教
会
堂
の
事
例
か
ら
、１
８
９
４（
明
治
27
）年
に
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た

奥
村
の
頭
の
中
に
は
、ま
だ
明
治
初
期
の
こ
れ
ら
の
観
念
が
残
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、西
洋
的
な
建
物
を
建
て
よ
う
と
い
う
と
き
、天
守

閣
を
建
て
た
の
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
第
２
部 

（
対
談
概
要
）

　

黒
田
氏
か
ら
は
、奥
村
と
同
じ
マ
キ
キ
聖
城
基
督
教
会
の
牧
師
で

あ
っ
た
経
験
か
ら
、国
外
に
出
た
人
に
と
っ
て
の
故
郷（
日
本
）は
出

た
時
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
こ
と
、奥
村
が
高
知
城
を
模
し
た
お
城

を
建
て
る
理
由
と
し
て
、「
神
は

わ
が
城
な
り
」と
い
う
聖
書
の

言
葉
を
引
用
し
、天
守
閣
こ
そ

天
主
を
祀
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

と
説
明
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

井
上
・
根
川
両
氏
か
ら
も
、

ハ
ワ
イ
で
の
建
築
事
情
や
ブ
ラ

ジ
ル
で
の
日
本
人
移
民
が
持
ち

込
ん
だ
文
化
事
情
な
ど
、自
身

の
海
外
滞
在
経
験
か
ら
得
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
た
や
り

と
り
が
行
わ
れ
、終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
の
、大
変
楽

し
い
対
談
と
な
り
ま
し
た
。

  

第
１
部　

講
演

「
楽
園
ハ
ワ
イ
の
天
守
閣

—

建
築
と
し
て
み
る
マ
キ
キ
聖
城
基
督
教
会
」

井
上
章
一
氏（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

  

第
２
部　

対
談

井
上
章
一
氏

黒
田
　
朔
氏

司
会
　
根
川
幸
男
氏

（
清
和
女
子
中
・
高
等
学
校
長
、  

）

  

元
マ
キ
キ
聖
城
基
督
教
会
牧
師

（
同
志
社
大
学
嘱
託
講
師
、国
際
日
本
文
化
）

  

研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員

自由民権講座 ～ホンモノの夜学会 2015～
　昨年度、ご好評をいただいた
本講座を今秋も開催します。今
回は土佐の代表的な民権家の政治思想を中心に考えてみます。講座は5回
シリーズですが、各回ごとの受講も可能です。
　お申し込みは9月30日（水）までに当館へ。但し、座席に余裕のある場合
は各回の前日まで受付いたします。

第１回	 10月７日（水）	 植木枝盛	～民権思想と憲法案
第２回	 10月14日（水）	 坂崎紫瀾	～民権思想の大衆化
第３回	 10月21日（水）	 馬場辰猪	～学者職分論
第４回	 10月28日（水）	 中江兆民	～『三酔人経綸問答』を読む
第５回	 11月11日（水）	 坂本直寛	～国家本質論

●会場　1階研修室　　●講師　館長		松岡僖一
●時間　18：30	～	20：00

参加費無料 要申込

25周年記念展示
「人物と風景で辿る土佐の面影」
なつかしい写真、おもしろい写真をパネルで紹介します。
会期：10月17日（土）～11月23日（月・祝）／1階自由ギャラリー

第16回社会科自由研究作品展
市内小中学生の社会科に関する研究作品を展示
会期：1月23日（土）～2月25日（木）／1階自由ギャラリー

自由民権記念館友の会  映画上映会
高知近代史研究会第84回研究会
「100年の谺

こだま

		大逆事件は生きている」			90分／2012年

大逆事件とはなんだったのか
国家と司法、国家と人権、国家と私たち…それは100年を経ても
なお私たちの胸に谺のように重い問いとして残り続けている。

上映日：1月23日（土）／1階民権ホール／①13：30～  ②15：30～
チケット：1,000円（11月中旬より発売予定）
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今
年
八
月
一
五
日
、太
平
洋
戦
争
の
終
戦
七
〇

年
目
を
迎
え
た
。
太
平
洋
戦
争
は
、国
内
外
に
悲

惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
人
戦
没
者
は

約
三
一
〇
万
人
、ア
ジ
ア
で
の
犠
牲
者
は
推
計
約

二
〇
〇
〇
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、昨
年
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
か

ら
一
〇
〇
年
目
だ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

（
一
九
一
四
年
―
一
九
一
八
年
）は
、世
界
に
未
曾

有
の
規
模
の
犠
牲
と
破
壊
を
も
た
ら
し
た
。
戦

死
者
は
約
九
〇
〇
万
人
、負
傷
者
約
二
二
〇
〇
万

人
に
達
し
た
。
大
き
な
破
壊
力
を
も
っ
た
新

し
い
機
械
化
兵
器（
戦
車
・
航
空
機
な
ど
）の
本

格
使
用
に
よ
る
、大
量
破
壊
、大
量
殺
戮
の
結
果

だ
っ
た
。

　

大
戦
終
結
後
、そ
の
あ
ま
り
に
も
大
き
な
犠
牲

と
破
壊
か
ら
、大
戦
へ
の
深
刻
な
反
省
と「
平
和

の
誓
い
」「
不
戦
の
誓
い
」が
世
界
の
多
く
の
人
々

の
間
に
広
が
っ
た
。
そ
し
て
、世
界
大
戦
の
再
発

を
防
止
す
る
た
め
、国
際
連
盟
が
創
設
さ
れ
た
。

ま
た
、「
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を

放
棄
す
る
」こ
と
を
定
め
た
不
戦
条
約
が
、世
界

の
主
要
な
国
々
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
。

　

日
本
も
国
際
連
盟
の
常
任
理
事
国
と
な
り
、不

戦
条
約
に
も
調
印
し
て
い
る
。
昭
和
初
期
、浜
口

雄
幸
首
相（
民
政
党
内
閣
）は
、国
際
連
盟
を
重
視

し
、「
戦
争
放
棄
を
永
遠
に
遵
守
す
る
」と
の
閣
議

決
定
談
話
を
発
表
し
た
。

　

国
際
連
盟
は
、国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
加

盟
国
に
義
務
づ
け
、そ
れ
に
反
す
る
戦
争
を
原
則

的
に
禁
止
し
た
。
そ
し
て
、そ
の
違
反
に
た
い
し

て
は
共
同
の
制
裁
処
置
を
定
め
た
。
そ
れ
は
、史

上
は
じ
め
て
の
、世
界
レ
ベ
ル
に
お
け
る
集
団
的

安
全
保
障
の
た
め
の
国
際
機
関
だ
っ
た
。

　

浜
口
は
、こ
の
国
際
連
盟
の
存
在
を
軸
に
、そ

れ
を
補
完
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
、中

国
の
領
土
保
全
と
門
戸
開
放
に
関
す
る
九
ヵ
国

条
約
、不
戦
条
約
、ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
な

ど
、多
層
的
多
重
的
条
約
網
の
形
成
に
よ
っ
て
国

際
的
な
平
和
維
持
シ
ス
テ
ム
を
意
識
的
に
構
築

し
よ
う
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
浜
口
も
当
時
の
国

際
連
盟
が
、安
全
保
障
の
た
め
の
機
構
と
し
て
十

全
で
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。
だ
が
そ
れ

は
連
盟
を
補
完
す
る
多
層
的
多
重
的
な
条
約
網

に
よ
っ
て
カ
バ
ー
で
き
る
と
判
断
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
多
層
的
多
重
的
な
条
約
網
の
な

か
で
も
、浜
口
は
、と
り
わ
け
九
ヵ
国
条
約
の
意

味
を
重
視
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、東
ア
ジ
ア
を
め

ぐ
る
国
際
紛
争
を
防
止
す
る
役
割
を
も
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
が
、そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
第
二
次
世
界

大
戦
が
起
こ
っ
た
。
戦
没
者
は
、軍
人
・
民
間

人
を
あ
わ
せ
て
、推
計
六
〇
〇
〇
万
人
か
ら

八
五
〇
〇
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。
殺
戮
と
破
壊

が
、前
回
の
大
戦
を
数
倍
上
ま
わ
る
規
模
で
お
こ

な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、子
供
や
女
性
を

含
め
た
非
戦
闘
員
の
犠
牲
者
が
、膨
大
な
数
と

な
っ
た
。

 

太
平
洋
戦
争
は
、こ
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
一

環
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
太
平
洋
戦
争
は
、な
ぜ
、

ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

拙
著『
昭
和
陸
軍
全
史
』は
、そ
の
よ
う
な
問
題

意
識
で
執
筆
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
開
戦
時
、日
本
の
政
治
・
軍
事
を

主
導
し
て
い
た
の
は
陸
軍
だ
っ
た
。
ま
た
満
州

事
変
以
降
、日
中
戦
争
を
経
て
、太
平
洋
戦
争
に

至
る
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
の
主
動
因
と
な
っ
た
の

も
、基
本
的
に
は
陸
軍
だ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
拙
著
で
は
陸
軍
に
焦
点
を
あ
て
、

太
平
洋
戦
争
へ
の
道
と
そ
の
帰
結
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
と
り
わ
け
、昭
和
戦
前

期
に
陸
軍
を
リ
ー
ド
し
た
、永
田
鉄
山
、石
原
莞

爾
、武
藤
章
、田
中
新
一
の
四
人
を
取
り
上
げ
、彼

ら
の
戦
略
構
想
、彼
ら
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か

を
検
討
し
た
。

　

四
人
は
す
べ
て
昭
和
初
期
に
結
成
さ
れ
た
陸

軍
中
堅
グ
ル
ー
プ「
一
夕
会
」（
会
員
約
四
〇
名
）

の
メ
ン
バ
ー
で
、満
州
事
変
は
一
夕
会
に
よ
っ
て

周
到
に
計
画
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
一
夕
会
は

満
州
事
変
に
よ
っ
て
陸
軍
の
実
権
を
握
り
、そ
れ

ま
で
政
党
政
治
に
協
力
的
だ
っ
た
陸
軍
の
性
格

を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
。
こ
れ
以
後
陸
軍
が
組

織
と
し
て
政
治
化
し
、政
党
政
治
を
打
倒
し
て
、

政
治
の
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
陸
軍
内
で
の
権
力
転
換
と
陸
軍
の
性
格

変
化
が
、そ
の
後
の
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
の
起
点

と
な
っ
た
。
そ
の
一
夕
会
の
理
論
的
中
心
人
物

が
永
田
鉄
山
で
あ
り
、彼
と
連
繋
し
て
満
州
事
変

を
起
こ
し
た
の
が
石
原
莞
爾
だ
っ
た
。
そ
の
後

一
夕
会
は
、皇
道
派
と
統
制
派
に
分
裂
し
、統
制

派
を
率
い
た
永
田
は
両
派
の
抗
争
の
な
か
で
暗

殺
さ
れ
る
。
そ
の
永
田
の
遺
志
を
継
い
だ
の
が

武
藤
章
で
、日
中
戦
争
時
に
は
陸
軍
幕
僚
の
中
心

人
物
と
な
り
、事
実
上
陸
軍
の
政
策
を
主
導
す
る

（
そ
の
間
に
石
原
は
武
藤
と
対
立
し
て
失
脚
）。

　

太
平
洋
開
戦
時
に
陸
軍
を
リ
ー
ド
し
て
い
た

の
は
、東
条
英
機
首
相
兼
陸
相
、武
藤
章
軍
務
局

長
、田
中
新
一
作
戦
部
長
だ
っ
た
。
三
人
と
も
統

制
派
系
で
永
田
の
影
響
を
受
け
て
い
た（
東
条
も

幕
僚
時
に
は
一
夕
会
員
）。
田
中
は
武
藤
と
親
し

い
関
係
に
あ
っ
た
。
東
条
の
政
策
判
断
は
武
藤
・

田
中
の
戦
略
構
想
に
よ
っ
て
お
り
、彼
ら
の
リ
ー

ド
で
日
本
は
太
平
洋
戦
争
へ
と
進
ん
で
い
く
。

  

安
保
法
制
問
題
に
揺
れ
る
現
在
、あ
ら
た
め
て

昭
和
戦
前
期
、当
時
の
日
本
を
主
導
し
て
い
た

人
々
の
考
え
方
を
、詳
細
に
検
討
し
て
い
く
必
要

を
感
じ
て
い
る
。

　

そ
の
点
か
ら
し
て
、先
の
浜
口
の
構
想
に
お
け

る
国
際
連
盟
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
の
九
ヵ

国
条
約
の
位
置
づ
け
は
、極
め
て
興
味
深
い
。

　

九
ヵ
国
条
約（
米
英
日
仏
伊
中
ほ
か
に
よ
り
締

結
）は
、現
代
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
旧
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条

約
機
構
の
よ
う
な
、域
外
の
仮
想
敵
に
対
す
る

た
め
の
集
団
的
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、域
外
に
仮
想
的
を
想
定
せ
ず
、い
わ
ば

域
内
の
安
全
を
相
互
に
保
証
し
あ
う
集
団
的
相

互
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

　

現
在
の
時
点
で
、日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
の
安
全
保
障
を
考
え
る
場
合
、こ
の
国

際
連
盟
と
九
ヵ
国
条
約
と
の
関
係
は
示
唆
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

太
平
洋
戦
争
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か

終
戦
七
〇
年
の
日
を
迎
え
て

川 

田
　
　
稔

こ
の
ほ
ど
完
結
し
た『
昭
和
陸
軍
全
史
』全
三
巻（
講
談
社

現
代
新
書
）の
著
者
、川
田
稔
氏
に
戦
前
日
本
の
安
全
保
障

構
想
と
戦
争
へ
の
道
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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朝
早
く
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元

気
な
声
が
飛
び
交
い
、日
頃
は
静
か
な
記
念

館
も
こ
の
日
ば
か
り
は
活
気
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

受
付
を
済
ま
せ
て
民
権
ホ
ー
ル
に
入
る

と
班
別
の
座
席
に
座
り
開
会
式
を
待
ち
ま

す
。
開
会
式
の
あ
と
、「
自
由
民
権
っ
て
、

何
？
」と
い
う
当
館
制
作
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

し
、先
生
か
ら
の
説
明
を
し
っ
か
り
聞
い
た

ら
、い
よ
い
よ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
、次
の
5
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、各
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
通
過
す
る
と
、ラ
リ
ー
マ
ッ
プ

に
民
権
家
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
5
つ
集
め

た
ら
ラ
リ
ー
完
了
で
す
。
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
１	

自
由
民
権
運
動
で
活
躍
し
た
植
木
枝

盛
は
、『「
○
○
は
土
佐
の
山
間
よ
り

発
し
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
ろ
う
』
と
、
大
勢
の
人
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。
こ
の
○
○
に
当
て
は

ま
る
こ
と
ば
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で

し
ょ
う
か
？

　
　
　
　

①
ゆ
め　

②
自
由　

③
希
望

問
２	

「
東
洋
の
ル
ソ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
民
権

家
は
誰
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　

①
中
江
兆
民　

②
馬
場
辰
猪

　
　
　
　

③
片
岡
健
吉

一
つ
と
せ  

人
の
上
に
は
人
ぞ
な
き

権
利
に
か
は
り
が
な
い
か
ら
は  

こ
の
人
じ
や
も
の

二
つ
と
せ  

二
つ
と
は
な
い
我
が
命

捨
て
し
も
自
由
の
た
め
な
ら
ば  

こ
の
惜
し
み
や
せ
ぬ

三
つ
と
せ  

民
権
自
由
の
世
の
中
に

ま
だ
目
の
さ
め
な
い
人
が
あ
る  

こ
の
あ
は
れ
さ
よ

四
つ
と
せ  

世
の
開
け
ゆ
く
其
早
や
さ

親
が
子
供
に
教
へ
ら
れ  

こ
の
悲
し
さ
よ

五
つ
と
せ  

五
つ
に
分
れ
し
五
大
州

中
に
も
亜
細
亜
は
半
開
化  

こ
の
悲
し
さ
よ

民
権
か
ぞ
へ
歌
（
植
木
枝
盛	

作
）

一
部
の
ご
紹
介

夏休み子ども
歴史教室の報告

夏休み子ども
歴史教室の報告

平成27年度

　
7
月
24
日
㈮
、

今
年
で
19
回
目

と
な
る
恒
例
の

「
夏
休
み
子
ど
も

歴
史
教
室
」を
高

知
市
教
育
研
究
会

社
会
科
部
会
と
の

共
催
に
よ
り
、自
由

民
権
記
念
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、自

由
民
権
運
動
の
歴
史

を
常
設
展
示
室
の
観
覧
や
ク
イ
ズ
、歌
、劇

な
ど
で
楽
し
く
学
び
、郷
土
の
歴
史
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も

の
で
す
。
当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年

生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
1
2
1
名
が

参
加
し
、お
お
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知

市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
の
先
生
方
、

「
高
知
県
民
謡
協
会
」、劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第1

第3第4第5

第2チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　

常
設
展
示
室
の
展
示
資

料
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を
探

し
ク
イ
ズ
に
答
え
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
難
し

い
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、み
ん
な
一
生
懸

命
に
挑
戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

劇
団「
笛
の
会
」の
み
な

さ
ん
に
よ
る
政
談
演
説

会
を
再
現
し
た
芝
居
を
観

て
、ク
イ
ズ
に
答
え
ま
す
。

　

当
時
さ
な
が
ら
の
迫
力

あ
る
劇
に
驚
き
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
も
、子
ど
も
た
ち
も
聴
衆
の
一
人
と

な
っ
て
、「
そ
う
だ
！ 

そ
う
だ
！
」と
か
け
声

を
か
け
た
り
、拍
手
を
し
た
り
し
て
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
由
民
権
運
動
の
時
代

に
実
際
に
作
ら
れ
遊
ば
れ

て
い
た「
民
権
す
ご
ろ
く
」

遊
び
を
体
験
し
、「
上
が

り
」を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
「
高
知
県
民
謡
協
会
」の

皆
さ
ん
の
三
味
線
と
太
鼓

の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、植

木
枝
盛
が
作
詞
し
た「
民

権
か
ぞ
へ
歌
」を
歌
い
ま

す
。
生
伴
奏
に
最
初
は
戸

惑
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、民
謡
協

会
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
で
元
気
よ
く
歌
い

き
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
す
べ
て
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
通
過
し
た
後
、閉
会
式
が
行
わ
れ
、今

年
の
歴
史
教
室
も
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
マ
ナ
ー
が
良
く
、楽
し

く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。	

（
矢
野　

紫
）

出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
の
一
例

クイズの答え：問1  ②　問2  ①
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資
料
紹
介

　

幸
徳
秋
水
は
一
九
〇
七（
明
治
四
〇
）

年
十
月
、療
養
の
た
め
故
郷
中
村
町（
現

四
万
十
市
）に
帰
省
し
、翌
年
七
月
二
〇

日
ま
で
、新
聞
へ
の
執
筆
や
ク
ロ
ポ
ト
キ

ン『T
H

E CO
N

Q
U

EST
 O

F BREA
D

』

（「
麵
麭
の
略
取
」）の
翻
訳
な
ど
で
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
五
月
二
六
日
、岡
山
の
社
会
主

義
者
で
秋
水
の
同
志
で
あ
っ
た
森
近
運
平

が
、見
舞
い
を
兼
ね
て
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
同
月
二
九
日
に
は
公
会
堂
で
社
会

主
義
演
説
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
大
荒
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
二
日
付『
土
陽
新
聞
』の
報
道
で
は
、

聴
衆
五
百
人
、中
村
警
察
署
長
以
下
十
数
名

が
臨
場
す
る
中
、発
起
人
野
安
作
郎
の
開
会

の
辞
に
続
き
森
近
が
演
説
、そ
の
最
後
に

「
国
民
の
安
楽
を
計
る
は
財
産
の
平
均
に
あ

り
と
絶
叫
す
る
や
否
や
臨
場
の
島
崎
署
長

は
治
安
妨
害
と
認
む
る
故
中
止
解
散
を
命

ず
と
大
喝
一
声
」、そ
こ
で
秋
水
等
は
談
話

会
に
変
更
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、聴
衆
の

一
部
が
退
場
せ
ず
投
石
し
て
ガ
ラ
ス
障
子

が
破
損
す
る
な
ど
の
事
態
と
な
り
、結
局
混

乱
の
中
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、そ
の
後
秋
水
は

自
宅
で「
社
会
主
義
に
関
す
る
談
話
を
な
せ

幸
徳
秋
水
等
の
集
合
写
真

　
　
　
　
一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
五
月
撮
影

幸
徳
秋
水
書
簡　

和
田
三
夫
宛

　
　
　
　
一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
十
二
月
十
七
日

◆
新
収
集
資
料
よ
りり

と
」伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

集
合
写
真
は
そ
の
こ
ろ
中
村
町
の
写
真

館
で
撮
っ
た
も
の
で
、前
列
中
央
が
森
近
で

す
。
彼
も
大
逆
事
件
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

演
説
会
発
起
人
の
野
安
作
郎
も
写
っ
て
い

ま
す
の
で
、こ
の
人
た
ち
が
演
説
会
の
中
心

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。（
前

列
右
安
岡
友
衛　

後
列
右
か
ら
、柿
内
英

雄
、野
並
吉
亮
、野
安
作
郎
、幸
徳
武
次
郎
）

な
お
、こ
の
写
真
は
秋
水
の
遺
著『
基
督
抹

殺
論
』に
貼
ら
れ
、周
り
に
撮
影
時
期
や
人

名
が
朱
で
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦  

◦  

◦

　

書
簡
は
、東
亜
同
文
会
の
和
田
三
夫
と
い

う
人
物
に
宛
て
た
も
の
で
、金
銭
の
支
払
や

そ
の
猶
予
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、

「
あ
と
一
千
部
を
至
急
に
印
刷
製
本
」し
て

ほ
し
い「
長
く
な
る
と
其
筋
之
注
意
を
引
き

着
手
困
難
」と
な
る
の
で「
禁
止
令
出
で
ざ

る
今
の
中
に
こ
し
ら
え
て
」お
き
た
い
、と

い
う
内
容
で
す
。

　

こ
の
こ
ろ
秋
水
は
、『
麵パ

ン麭
の
略
取
』の
秘

密
出
版
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
七
月
十
五
日

の
森
近
宛
は
が
き
に
は「
反
訳
は
愈
々
出
来

上
が
っ
た
。—

中
略—  

出
版
が
一
寸
困
難

と
思
っ
て
居
る
が
書
肆
が
引
受
け
な
け
れ

ば
自
費
で
や
る
外
は
な
い
」と
あ
り
、秘
密

出
版
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

大
逆
事
件
に
連
座
し
た
坂
本
清
馬
の

「『
麵
麭
の
略
取
』刊
行
者
と
し
て
の
思
い

出
」に
は「
十
二
月
の
半
ば
で
あ
っ
た
か
、

ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て
い
な
い
が『
麵
麭
の
略

取
』の
秘
密
印
刷
が
で
き
た
と
い
う
通
知
が

あ
っ
た
」。
そ
し
て
ひ
そ
か
に「
地
方
同
志

に
予
約
販
売
を
し
、米
国
同
志
、及
び
ロ
ン

ド
ン
図
書
館
等
に
寄
贈
し
て
、完
全
に
そ
の

目
的
を
達
成
」し
た
と
あ
り
ま
す
。
同
書
の

奥
付
は
、発
行
一
九
〇
九
年
一
月
三
〇
日
、

訳
者
兼
発
行
者
平
民
社
、代
表
者
坂
本
清
馬

で
あ
り
、一
月
末
に
届
け
出
た
と
こ
ろ
、や

は
り
発
禁
と
な
り
、清
馬
は
起
訴
さ
れ
罰
金

三
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

拝
啓

今
朝
は
御
訪
致
候

其
節
御
話
申
上
候

阿
堵
物
は
百
五
拾
円

だ
け
差
上
候
て

残
金
少
々
御
猶
予

願
上
度
候
右
百
五
十

金
は
来
十
九
日
午

前
中
に
使
を
以
て

差
上
可
申
候
間

御
在
宿
願
上
度
候

又
毎
度
乍
御
手
数

あ
と
一
千
部
を
至

急
御
印
刷
製
本

御
命
被
下
ま
じ
く
や

成
べ
く
早
く
製
本
し
て

蔵
し
置
か
ね
ば

長
く
な
る
と
其
筋
之

注
意
を
引
き
着
手

困
難
と
相
成
可
申
に
付

禁
止
令
出
で
ざ
る

今
の
中
に
こ
し
ら
へ
て

置
き
申
度
候

右
何
卒

御
願
申
上
候

頓
首

十
七
日
正
午

秋
生

和
田
兄

侍
史

赤
坂
溜
池
弐

東
亜
同
文
会

和
田
三
夫
様

途
中
よ
り

十
七
日
　
　
　
秋
水
生

　

こ
の
書
簡
は
、こ
う
し
た『
麵
麭
の
略
取
』秘
密
出
版
の

事
情
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
ま
だ
確
実
で
は
な
く
、「
東
亜
同
文
会　

和
田
三
夫
」に

つ
い
て
の
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

（
筒
井
秀
一
）
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  10月21日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第3回　「馬場辰猪－学者職分論」

  10月28日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第4回　「中江兆民－『三酔人経綸問答』を読む」

  10月31日（土）発9：00～着16：30  

史跡めぐり「春野町・土佐市の
　　　　　　   民権家の足跡を訪ねて」
公文豪氏（友の会幹事・高知近代史研究会
長）の案内で、細川義昌墓・中島信行生誕地・
西原清東頌徳碑ほかをめぐる。
参加費：4,300円程度（参加人数により変動）
集合受付：自由民権記念館  8：30～
※申込は当館内友の会事務局まで（定員あり）
　雨天決行（暴風雨なら中止）

  11月11日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第5回　「坂本直寛－国家本質論」

  11月28日（土）13：00開始予定～17：00  

高知近代史研究会第83回研究会
第8回 四国地域史研究連絡協議会高知大会

テーマ　「四国と戦争」
基調講演
「埋もれた日清戦争、抗日東学農民戦争と

日本のせん滅作戦
－日本と朝鮮、歴史の史実と記憶－（仮）」		

講師：井上勝生氏（北海道大学名誉教授）

◦個別報告
小幡尚氏（高知海南史学会／高知大学） 

「日清戦争と高知
−戦没者の問題を中心に−（仮）」

川島佳弘氏（坂の上の雲ミュージアム）
「日露戦争期における愛媛の学校林（仮）」

高田美穂氏（徳島地方史研究会）
「板東俘虜収容所の経済構造とドイツ社会

との関係に関する一考察（仮）」 
和田仁氏（香川歴史学会）

「航空隊の基地・詫間と港町・坂出
−太平洋戦争と香川の町や村−（仮）」

会場：1階民権ホール

  8月22日（土）～10月4日（日）  
25周年記念展示

「路面電車が走る街・高知  写真パネル展」
会場：1階自由ギャラリー
主催：㈱土佐電ビルサービス・自由民権記念館
共催：とさでん交通㈱・
　　  高知の電車とまちを愛する会

  9月19日（土）15：00～17：00   

高知近代史研究会第82回研究会
テーマ　「土佐電鉄の今昔」
会場：1階民権ホール
報告者：山本淳一氏
　　　 （高知の電車とまちを愛する会副会長）

  10月7日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第1回　「植木枝盛－民権思想と憲法案」
※詳細は4ページをご覧ください。

  10月12日（月・祝）13：30～16：00  

友の会設立25周年
女性参政権70周年記念行事
第15回「県詞の日」記念講演会　
演題　「男女平等を求める戦後の運動」

テレビ番組制作現場から
講師：吉峯美和氏（NHK「日本人は何をめざし

てきたのか」第2回共同参画社会～女た
ちは平等をめざす～制作担当フリーデ
ィレクター）

会場：1階民権ホール　参加費：無料
〈平成27年度 ソーレえいど事業〉

  10月14日（水）18：30～20：00  

自由民権講座 ホンモノの夜学会 2015
第2回　「坂崎紫瀾－民権思想の大衆化」

  10月17日（土）～11月23日（月・祝）  
25周年記念展示

「人物と風景で辿る土佐の面影」
なつかしい写真、おもしろい写真をパネル
で紹介します。
会場：1階自由ギャラリー

  12月13日（日） 10：00～  

「兆民忌」
筆山にある中江家の墓参り
集合場所：高知市筆山登り口

  12月23日（水・祝）13：30～  

第19回民権凧まつり
「土佐凧を作ろう」

会場：1階自由ギャラリー
参加費：400円

  1月4日（月）14：00～  

第19回民権凧まつり
「土佐凧を揚げよう」
持参の凧でもOK、参加自由です。
場所：鏡川北岸トリム公園

  1月23日（土）～2月25日（木）  

第16回社会科自由研究作品展
市内小中学生の社会科に関する
研究作品を展示
会場：1階自由ギャラリー

  1月23日（土）10：00～  

「無天忌」
植木枝盛の命日に墓所の清掃と墓参り
集合場所：高知市小高坂市民会館

（駐車場あり）

  1月23日（土）  

自由民権記念館友の会  映画上映会
高知近代史研究会第84回研究会
「100年の谺

こだま

		大逆事件は生きている」
会場：1階民権ホール
上映時間：90分  ①13：30～  ②15：30～
チケット：1,000円（11月中旬より発売予定）

  3月12日（土）15：00～17：00  

高知近代史研究会第85回研究会
テーマ　「自由民権記念館

資料の収集をふり返って」
報告者：筒井秀一（高知市教育委員会参事）
会場：1階研修室

　東京の町田市立自由民権資料館では、
土佐市出身の民権家で初代衆議院議長
を務めた中島信行と、彼と結婚し演説や
雑誌への寄稿により、当時の女性の生き
方に大きな影響を与えた岸田俊子の２人
の歩みが紹介されました。

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

高知出身の民権家が
展示されました。


